
本
総
会
で
す
で
に
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、
特
に
、
童
乢
と
民
間
療
法

（
道
教
医
学
の
流
れ
）
に
つ
い
て
の
べ
た
。
今
回
は
扶
鴬
と
の
関
係

に
つ
い
て
象
る
こ
と
に
す
る
。
台
湾
を
中
心
と
し
た
民
間
信
仰
従
事

者
は
、
道
士
（
紅
頭
、
烏
頭
）
を
最
上
位
と
し
て
、
法
師
、
つ
い
で

霊
媒
と
し
て
の
、
童
乢
、
廷
嬢
、
扶
鷲
な
ど
が
あ
る
。
シ
ャ
ー
マ
ニ

ズ
ム
の
見
地
か
ら
み
る
と
、
遍
霊
（
依
）
型
（
ポ
ゼ
シ
ョ
ン
）
の
最

も
強
い
と
も
思
わ
れ
る
の
は
扶
鴬
で
、
脱
魂
型
（
エ
ク
ス
タ
シ
ー
）

に
近
い
も
の
は
童
乢
で
、
そ
の
中
間
に
涯
嬢
が
い
る
。

台
湾
の
あ
る
研
究
に
よ
る
と
、
民
間
信
仰
の
中
で
殿
を
ひ
く
も
の

の
う
ち
、
七
○
％
以
上
が
、
運
命
、
事
業
、
疾
病
に
関
す
る
も
の

で
、
ま
た
寺
廟
で
、
祭
祀
、
祈
祷
し
た
も
の
の
う
ち
の
多
く
は
、
収

驚
と
安
胎
で
あ
っ
た
と
い
う
。

扶
鴬
の
伝
説
的
歴
史
は
古
く
、
ま
だ
世
の
開
け
ぬ
と
き
、
無
極
瑳

地
金
母
が
天
よ
り
神
烏
（
鴬
）
を
く
だ
し
、
老
子
が
さ
ら
に
こ
れ
に

中
国
医
学
と
道
教
（
Ⅷ
扶
鴬
）吉

元
昭
治

神
霊
を
与
え
た
。
し
か
し
、
こ
の
神
鳥
は
、
天
機
を
も
ら
す
こ
と
が

多
か
っ
た
の
で
、
老
子
が
噴
を
削
り
無
口
に
さ
せ
た
。
人
々
は
天
意

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
や
む
を
え
ず
、
二
又
状
の
桃

枝
を
烏
の
双
翼
の
よ
う
に
削
り
、
さ
き
に
柳
枝
を
つ
け
て
階
と
し
た

（
観
枝
、
桃
枝
、
鴬
筆
、
柳
枝
、
柳
乢
な
ど
と
い
う
）
。
こ
れ
を
神
意

の
降
り
や
す
い
人
物
（
正
鴬
）
に
持
た
せ
、
他
方
を
も
う
一
人
に
支

え
さ
せ
る
（
副
鷲
）
。
こ
う
し
て
神
意
が
降
る
と
、
砂
盤
上
に
神
の

言
葉
を
書
く
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
お
筆
先
き
で
あ

る
。
ま
た
、
孔
子
は
諸
国
遊
説
で
失
意
に
あ
っ
た
と
き
、
一
羽
の
神

烏
が
、
砂
の
上
に
階
で
字
を
書
く
さ
ま
を
見
て
、
神
意
を
悟
り
、
こ

れ
以
後
に
人
々
に
教
え
る
の
に
、
神
鳥
の
降
下
を
願
う
と
、
す
ぐ
来

て
、
神
意
を
伝
え
た
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
第
一
の
正
鴬
と
し
て
子

路
を
命
じ
た
と
い
う
。
し
か
し
二
人
で
、
観
枝
を
持
つ
こ
と
は
不
都

合
な
の
で
、
今
で
は
一
人
で
行
う
。

鴬
堂
（
鴬
門
）
で
は
、
三
聖
恩
主
と
い
っ
て
、
関
聖
帝
君
（
南
天

文
衡
聖
君
）
を
中
心
と
し
て
、
孚
祐
帝
君
（
呂
洞
賓
）
、
司
命
真
君

を
祀
る
。
ま
た
、
文
昌
帝
君
、
玄
天
上
帝
を
も
加
え
て
、
五
聖
恩
主

と
し
て
奉
祀
す
る
こ
と
も
あ
り
、
さ
ら
に
、
太
上
道
祖
（
老
子
）
、

孔
夫
子
（
孔
子
）
、
観
世
音
菩
薩
を
上
座
に
併
祀
す
る
場
合
も
あ
る
。
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扶
鴬
の
歴
史
と
し
て
確
実
な
の
は
、
福
建
省
泉
州
の
公
善
社
と
さ

れ
る
。
彰
潮
島
に
は
、
馬
公
に
、
善
勧
社
（
一
九
八
六
年
）
が
う
ま

れ
、
文
衡
聖
帝
と
、
慈
済
真
君
を
祭
祀
し
た
。
つ
い
で
一
新
社
と
な

っ
て
、
多
く
の
阿
片
患
者
を
救
っ
た
。
さ
ら
に
楽
善
堂
が
で
き
、

『
覚
悟
選
新
』
と
い
う
、
善
書
が
作
ら
れ
た
が
、
鴬
文
が
し
る
さ
れ

た
最
初
の
も
の
と
い
う
。
こ
う
し
て
、
現
在
ま
で
、
全
台
湾
で
、
鴬

堂
は
五
○
○
以
上
と
な
り
、
そ
の
善
書
の
発
行
は
三
’
四
○
○
種
以

上
、
定
期
刊
行
の
善
書
は
十
余
種
に
お
よ
び
、
そ
の
盛
況
が
う
か
が

わ
れ
る
。

扶
鴬
と
は
、
神
意
が
正
鴬
に
降
下
し
、
鴬
筆
が
動
い
て
、
鴬
文
と

な
る
が
、
そ
の
神
意
を
読
承
取
る
判
読
係
、
そ
れ
を
記
録
す
る
記
録

係
、
さ
ら
に
そ
の
誤
ち
を
正
し
、
一
個
の
鴬
文
と
す
る
校
正
係
な
ど

が
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
鴬
生
は
、
経
験
が
あ
り
、
相
当
の

教
養
、
文
章
理
解
力
が
な
い
と
、
あ
れ
ほ
ど
の
鴬
文
に
は
な
ら
な
い

と
思
う
。
た
ん
に
民
間
信
仰
と
い
っ
て
片
付
け
ら
れ
な
い
も
の
が
あ

プ
（
》
Ｏ

こ
の
扶
鴬
で
、
降
下
す
る
神
仏
は
、
文
字
通
り
の
多
神
教
的
な
も

の
で
、
あ
る
鶯
堂
発
行
の
定
期
刊
行
善
書
の
一
○
○
’
一
三
五
号
の

あ
い
だ
を
、
試
み
に
み
る
と
次
の
よ
う
な
神
仏
が
顔
を
出
し
て
い

る
。
民
間
信
仰
的
な
も
の
と
し
て
、
無
極
瑳
地
金
母
、
麻
姑
、
阿

仙
、
李
八
百
仙
翁
、
織
女
仙
姑
、
九
天
玄
女
、
天
上
聖
母
、
中
壇
元

師
、
北
海
老
人
、
保
生
大
帝
な
ど
。
道
教
的
な
も
の
と
し
て
、
関

帝
、
純
陽
祖
師
、
張
天
師
、
中
元
地
官
大
帝
、
荘
周
仙
翁
、
南
極
仙

翁
、
南
嶽
大
帝
、
張
果
老
仙
翁
、
太
上
道
祖
、
南
華
帝
君
、
東
嶽
大

帝
、
邸
長
春
仙
翁
な
ど
。
仏
教
的
な
も
の
と
し
て
、
観
世
音
菩
薩
、

普
賢
菩
薩
、
済
公
活
仏
、
弥
勤
古
仏
、
南
海
古
仏
、
玄
癸
法
師
、
達

磨
祖
師
、
冥
府
王
殿
閻
王
、
龍
樹
大
士
、
白
衣
大
士
、
阿
難
尊
者
、

地
蔵
王
菩
薩
な
ど
、
儒
教
的
な
も
の
と
し
て
は
、
孔
子
、
文
昌
帝

君
、
朱
臺
、
王
陽
明
な
ど
。
そ
の
他
歴
史
上
の
人
物
と
し
て
、
華

陀
、
延
平
群
王
、
広
成
子
、
彰
祖
な
ど
が
あ
る
。
な
お
特
異
な
の

は
、
キ
リ
ス
ト
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
も
降
り
て
い
る
こ
と
で
、
世
界
の
人

為
は
、
顔
や
着
る
も
の
が
違
っ
て
い
て
も
そ
の
ル
ー
ツ
は
同
じ
だ
か

ら
、
人
間
と
し
て
の
真
理
も
同
一
な
は
ず
で
あ
る
と
、
五
教
同
一
的

な
見
解
も
示
し
て
い
る
。

扶
鴬
は
、
関
帝
を
主
神
と
す
る
か
ら
、
道
教
の
一
派
（
占
験
、
積

善
派
）
で
は
あ
る
が
、
他
方
、
文
昌
帝
君
が
乢
筆
を
初
め
た
と
い

う
い
い
つ
た
え
も
あ
り
、
そ
の
説
く
と
こ
ろ
は
、
忠
、
孝
、
信
、

義
、
礼
、
仁
、
智
な
ど
儒
教
的
内
容
で
も
あ
り
、
儒
宗
神
教
ま
た
は
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以
上
の
諸
点
を
も
と
と
し
て
、
今
回
は
、
鴬
堂
に
お
け
る
状
況
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
経
験
を
ふ
ま
え
て
報
告
し
、
鴬
文

か
ら
み
る
民
間
療
法
の
一
端
を
発
表
す
る
。

（
順
天
堂
大
学
産
婦
人
科
）

聖
教
な
ど
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

江
戸
中
期
の
特
異
な
思
想
家
安
藤
昌
益
（
一
七
○
三
’
一
七
六

二
）
は
、
稿
本
『
自
然
真
営
道
』
百
巻
の
う
ち
、
五
十
八
巻
か
ら
百

巻
ま
で
を
、
医
学
論
に
費
し
て
い
た
が
、
そ
の
す
べ
て
は
関
東
大
震

災
に
よ
っ
て
灰
儘
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
医
学
論
を
復
原
す
る
関
連
資
料
と
し
て
は
、
『
進
退
小
録
』

『
自
然
精
道
門
』
『
神
医
天
真
論
』
（
以
上
、
『
安
藤
昌
益
全
集
』
第
十

四
巻
に
収
録
）
、
『
真
斎
證
筆
』
（
『
安
藤
昌
益
全
集
』
第
十
五
巻
に
収

録
）
な
ど
が
あ
る
。
な
か
で
も
浩
瀦
な
書
物
で
あ
る
『
真
斎
謁
筆
』

は
、
昌
益
の
臨
床
医
学
の
全
貌
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な

資
料
で
あ
る
。

で
は
、
昌
益
の
臨
床
医
学
は
い
か
に
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
た
び
、
『
真
斎
證
筆
』
と
『
万
病
回
春
』
を
比
較
検
討
し

た
結
果
、
『
万
病
回
春
』
が
昌
益
医
学
の
成
立
に
大
き
く
関
わ
っ
て

安
藤
昌
益
の
臨
床
医
学
と

『
万
病
回
春
』

和
田
耕
作
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